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平
成
二
十
一
年
度
　
第
一
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

※

「
人
に
優
し
く

」
・
・
当
団
体
の
指
導
理
念

※
偶
発
的
等
危
機
回
避
研
究

　
一
　
歩
行
中
に

、
故
意
に
躰
を
ぶ
つ
け
る
等
に
対
し

　
二
　
出
合
い
頭
に

、
肘
等
で
胸
等
の
殴
打
に
対
し

　
三
　
衣
類
等
を
持
た
れ

、
押
す
・
引
に
対
し

平
成
二
十
一
年
度
　
第
一
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

第
二
十
回
指
導
者
研
修
会

場
所
　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
多
目
的
室

）

日
時
　
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
：
２
０
～
１
５
：
２
０

研
修
内
容

　
一
科
目
確
認

（
質
疑
応
答

）

　
二
科
目
外
練
習
　
　
器
物
法
精
査

　
三
対
凶
器
練
習

　
四
そ
の
他

・
指
導
者
の
努
力
・
研
鑽
は

、
必
要
不
可
欠
・
・
・

。

　
そ
れ
ぞ
れ
が

、
課
題
を
持

っ
て
研
修
に
臨
み

、

「
生
徒
の
皆

さ
ん
に
価
値
あ
る
も
の
を
伝
え
た
い

。

」
思
い
で
す

。

平
成
二
十
一
年
度
　
第
一
・
四
半
期

偲
ぶ
会

　
※
十
一
月
か
ら
六
月
期
分
の
納
付
を
行

っ
た

。

平
成
二
十
一
年
度
　
第
一
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 

理
事
会

第
十
二
回
定
例
理
事
会

日
時
　
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日

（
日

）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
：
４
０
～
１
８
：
４
０

場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

　
　
　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
階
第
三
会
議
室

）

報
告

　
　
第
十
一
回
定
例
理
事
会
　
議
事
録

　
　
各
委
員
長
報
告

審
議
事
項

　
一
事
業
報
告
書
提
出
等
確
認
の
件

　
二
三
本
柱
の
要
項
確
認
の
件

　
三
科
目
呼
称
変
更
確
認
の
件

　
　
　
　
　
 
 

（
継
続
審
議
事
項

）

　
四
連
盟
役
員
ジ
ャ
パ
ー

 
 
 
 
 
 
 

着
用
要
領
確
認
の
件

　
五
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動
ス
ケ

 
 
 
 
 
 
 
ジ

ュ
ー
ル
確
認
の
件

　
六
そ
の
他
の
事
項

※
連
盟
役
員
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
！

 
・
審
議
事
項

（
着
用
要
領
確
認

）

　
　
 
 

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ｨ
ア
活
動
時

　
　
 
 

清
掃
・
警
備
等

　
　
 
 

理
事
会
出
席
時

　
　
 
 

連
盟
主
催
の
行
事

　
　
 
 

そ
の
他
必
要
と
認
め
た
場
合

平
成
二
十
一
年
度
　
第
一
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

　
個
別
相
談
　
　
　
三
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
登
校
拒
否
　
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め
　
　
二
件

　
　
①
登
校
前
に

、
体
調
が
悪
く
な
る

。

　
　
②
友
達
が
出
来
な
い

。

　
　
③
継
続
的
に

、
暴
力
を
受
け
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他

　
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
一
件

 
　
①
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
を
助
け

、
注
意
を
受
け
る

。

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す

（
連
載

）

「
ガ
ン
や
脳
な
ど
の
老
化
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
レ
ス
は
関
係
し
て
い
ま
す

」

　
※
脳
の
な
か
の
物
質
が
心
身
に
影
響
す
る
か
？

　
以
前

『
脳
内
革
命

』
と
い
う
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

り
ま
し
た

。
あ
の
本
が
目
指
し
て
い
た
こ
と
は

、
健
康
に

役
立
つ
脳
内
物
質
を
多
く
分
泌
す
る
方
法
を
生
活
に
取
り

込
む
こ
と
で

、
意
識
的
に
脳
内
物
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し

、
健
康
に
な
り

、
幸
福
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す

。
こ
れ
は
ス
ト
レ
ス
に
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る

こ
と
で
す

。
つ
ま
り

、
脳
内
で
分
泌
さ
れ
た
物
質
が

、
ス

ト
レ
ス
に
対
す
る
心
身
の
反
応
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る

か
ら
で
す

。

　
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
ガ
ン
の
発
生
や
脳
な
ど

の
老
化
に
も
ス
ト
レ
ス
は
関
係
し
て
い
る
の
で
す

。

平
成
二
十
一
年
度

行
事
予
定

　
　
四
月
　
　
五
日

（
日

）
お
花
見

（
有
志

）

　
　
五
月
二
十
四
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
　
八
月
　
　
八
日

（
土

）
合
同
練
習
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
　
九
日

（
日

）
合
同
練
習
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

　
　
九
月
二
十
三
日

（
水

）
他
武
道
参
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

　
十
一
月
　
十
五
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
十
二
月
　
十
二
日

（
土

）
忘
年
会

　
十
二
月
二
十
一
日

（
月

）
本
部
納
会

　
平
成
二
十
二
年

　
　
一
月
　
　
十
日

（
日

）
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
身
武
道
演
武
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
研
修
会
・
理
事
会

　
　
三
月
二
十
一
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　

平
成
二
十
一
年
度
　
第
一
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
事
務
局

一
報
告

１
事
業
報
告
　
千
葉
県
庁
　
　
　
　
・
・
四
月
六
日
提
出

 
・
定
款

（
事
務
所
移
転
に
伴
い

）

　
・
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書

　
・
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録

　
・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

　
・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

　
・
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

　
・
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち
1
0
人
以
上
の
氏
名

２
減
免
申
請

 
①
柏
県
税
事
務
所
 
 
 
 
 
 
・
・
四
月
六
日
提
出

　
※
提
出
書
類
　
　
道
府
県
民
税
均
等
割
申
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
定
款

 
 
　
　
　
　
　
　
財
産
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
貸
借
対
照
表

　
　
　
　
　
　
　
　
収
支
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
書

　
②
我
孫
子
市
役
所
課
税
課
 
 
　
・
・
四
月
二
十
日
提
出

 
※
提
出
書
類
 
 

市
町
村
税
の
均
等
割
申
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
財
産
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
貸
借
対
照
表

　
　
　
　
　
　
　
　
収
支
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
書

　
☆
法
人
市
民
税
減
免
決
定
通
知
書
・
・
六
月
九
日
到
着

二
理
事
会
決
定
事
項
等
の
実
施
状
況

　
・
真
土
道
場

（
５
月
９
日

）
宣
伝
活
動
・
ビ
ラ
配
り
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
川
師
範

、
片
倉
師
範

　
※
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
と

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
疫
力
が
下
が
る

　
ス
ト
レ
ス
に
対
処
し
よ
う
と
全
身
の
反
応
が
は
じ
ま
る

と

、
一
時
的
に
免
疫
力
は
高
く
な
り
ま
す

。

し
か
し

、
警
告
期

（
受
動
的
反
応
期

）
・
・

　
　
　
　
抵
抗
期

（
ス
ト
レ
ス
に
対
し
反
応
期

）
・
・

　
　
　
　
疲
弊
期

（
疲
れ
き
り

、
本
当
の
病
気
に
な

っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
う
時
期

）
・
・

ス
ト
レ
ス
状
態
が
続
く
と

、
し
だ
い
に
体
内
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
て
な
く
な

っ
て
免
疫
力
は
低
下
し
ま
す

。
そ
の
結
果

、
自
律
神
経
系
や
内
分
泌
系
だ
け
で
な
く

、
体
を
内
外
の

敵
か
ら
守
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
働
か
な
く
な

っ
た

り

、
有
害
な
括
性
酸
素
な
ど
を
す
ぐ
に
除
去
で
き
な
く
な

り
ま
す

。
結
果
と
し
て

、
活
性
酸
素
な
ど
の
有
害
物
質
に

よ
り
細
胞
が
傷
つ
き

、
が
ん
が
発
生
・
成
長
し
て
し
ま

っ

た
り

、
細
胞
が
老
化
し
て
し
ま
う
の
で
す

。

　
　
　
　
参
考
資
料
　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
本
部
発
行
冊
子

お
花
見
会

（
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
三
河
島
駅
横
公
園

）

　
４
月
５
日

（
日

）
１
２
：
０
０
～

晴
れ

　
施
設
委
員
長

、
毎
回
準
備
ご
苦
労
様
で
す

。

出
席
者
　
中
武

、
片
倉

、
大
村

、
笠
置

、
大
関

　
　
　
　
さ
ん
父
子

、
小
林

 
快
晴
の
中

、
仲
間
が
集
ま
り
愉
し
い
時
を
過

ご
し
ま
し
た

。
道
場
の
練
習
前
に

、
道

場
を
済
ま
せ
て
駆
け
つ
け
る
等

、
時
の

大
切
さ
を
思
い
ま
す

。

　
今
年
の
桜
は

、
例
年
に
な
く
素
晴
ら

し
く

、
こ
れ
に
負
け
じ
と

、
連
盟
ジ
ャ

ン
パ
ー

で
勢
揃
い

、
今
年
の
桜
に

、
サ

ム
ラ
イ
の
結
束
を
誓
い
ま
し
た

。
大
関

さ
ん
奥
様
手
作
り
の
差
し
入
れ

、
お
金

で
は
買
え
な
い
お
い
し
さ
で
し
た

。

技の繋がり
一つの技に
固執せずに！

器物法・八寸ひしぎ
基本の型として実施

　
　
　
　
道
場
だ
よ
り

 
本
部
道
場
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 

舘
　
長

場
所
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

※
高
校
に
入
学

、
新
た
な
出
発

、
熱
き
情
熱
を
持

っ
て
共
に
競
え

。

　
遠
藤
猛
４
級

　
西
村
拡
４
級

　

　
一
番
難
し
い
年
頃
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か

。
又
人
生
の

中
で
一
番
大
切
な
時
期
で
も

あ
り
ま
す

。
こ
の
時
期
ど
の

様
に
過
ご
し
た
か
は
大
き
く

生
き
方
を
左
右
し
ま
す

。

　
護
身
武
道
の
心
を
学
び

、

有
意
義
な
も
の
と
す
る
よ
う

、
優
し
く

、
厳
し
く
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

　
高
橋
初
段
　
　
大
関
初
段
　
　
ア
ラ
フ
ォ
ー

の
二
人

、
家
庭
人
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
人
と
し
て

、
責
任
も
大
き
く
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
な
年
代
で
す

。
そ
の
よ
う
な
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
か
ら
こ
そ

、
バ

ッ
ク
ボ
ー

ン
が
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
な
の
で
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
日
の
護
身
武
道
の
指
導
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も

、
若
者
指
導

、
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
た
め
に
頑
張

っ
て
頂
き
た
い

。

高
段
位
審
査
対
象
者
練
習

　
長
島
師
範
指

導
の
も
と
緊
張

感
を
持

っ
て
連

盟
の
今
後
を
牽

引
す
べ
き
段
位

と
し
て

。
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ひ
た
ち
な
か
教
室
　
　
指
導
師
範
　
平
戸
師
範

連
絡
先
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

 
日
時
　
　
　
不
定
期
開
催

ひ
た
ち
な
か
レ
ポ
ー
ト

　
皆
様

、
各
道
場
で
の
精
進

、
た
い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
す

。
ま
た

、

日
頃
よ
り
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
・
貢
献
活
動

、
ま
た
地
域
の
企
業
や
事

務
所

、
自
治
会
の
方
々
が
行
う
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル

。
中
で
も
こ
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー

ル
は
効
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す

。
犯
罪
や
放
火
な
ど
の

悪
質
な
行
為
を
未
然
に
防
ぐ
活
動

。
ま
た
通
学
や
帰
宅
途
中
の
学
童
を

犯
罪
者
や
交
通
事
故
な
ど
か
ら
守

っ
て
い
ま
す

。

　
私
も
実
際

、
夜
間
の
見
回
り
や
夕
刻
ま
で
の
子
供
た
ち
の
帰
宅
時
の

パ
ト
ロ
ー

ル
に
参
加
し
ま
し
た

。
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
見

守
る
こ
の
試
み
は
そ
の
輪
を
広
げ

、
各
企
業
の
車
両
に
も
パ
ト
ロ
ー

ル

中
の
ス
テ

ッ
カ
ー

を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

　
我
々
護
身
武
道
連
盟
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
積
極
的

に
参
加
し

、
社
会
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す

。
私
自
身

、
今

後
ひ
た
ち
な
か
支
部
と
し
て
地
域
の
安
全
を
守
る
活
動
に
寄
与
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す

。

松
戸
五
香
道
場
　
 
 
 
 
 
 
 
 
及
川
師
範

場
所
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
の
一

　
　
　
 
 
 
 
 
 
 
 

松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
 
 

毎
週
日
曜
日
　
 
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

連
絡
先
 
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１

　
松
戸
五
香
道
場
は

、
奈
央
ち

ゃ
ん
が
入
会
し
ま
し
た

。
奈
央
ち

ゃ
ん

の
上
達
振
り
が
早
く
寧
久
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
思

っ
た
み
た
い
で

以
前
よ
り
も
稽
古
に
集
中
し
て
き
ま
し
た

。

『
水
と
安
全
は
タ
ダ

』
と
い
う
日
本
の
神
話
は

、
秋
葉
原
の
無
差
別
殺

人
事
件
や
荒
川
沖
の
殺
人
事
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
弱
い
も
の
を
虫
け

ら
同
然
に
殺
害
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
件
が
起
こ

っ
て
お
り
崩
壊
し
つ

つ
あ
り
ま
す

。
又

、
ニ
ー

ト
や
ネ

ッ
ト
カ
フ

ェ
難
民
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
活
気
の
無
い
若
者
を
生
ん
で
い
る
の
も
現
代
の
異
常
現
象
だ
と
思
い

ま
す

。
私
達
の
次
の
世
代
を
担
う
子
供
達
に
少
し
で
も
こ
ん
な
大
人
に

な
ら
な
い
よ
う
に

、
又

、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う
に
私
達
は

護
身
武
道
を
通
じ
て
指
導
・
教
育
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す

。

『
己
を
護
る
術
を
知
ら
ず
し
て
他
人
は

護
れ
ず

』
『
己
を
制
す
る
術
を
知
ら
ず

し
て
他
人
は
制
せ
ず

』
を
生
徒
達
に
は

教
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す

。

草
加
道
場
　
　
　
　
　
　
　
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

場
所
　
 
 

草
加
市
新
栄
町
２
４
３
　
 
 

新
田
西
公
民
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
 
　
1
７
：
０
０
～

１
９
：
０
０

　
ご
し
ん
ぶ
道
を
は
じ
め
て
か
ら
　
　
　
　
磯
辺
　
颯

　
ご
身
武
道
を
は
じ
め
て
か
ら
半
年
が
す
ぎ
ま
し
た

。
人
を
き
ず
つ
け

る
こ
と
な
く
自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
ぶ
道
で
し

た

。
そ
の
た
め
に
は

、
す
ぐ
わ
ざ
を
知
る
の
で
は
な

く

、
礼
ぎ

、
じ
ゅ
う
な
ん
か
ら
な
ら
い
ま
し
た

。
最

初
は
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
か

っ
た
で
す

。
は

や
く
か
た
を
教
え
て
も
ら
い
た
か

っ
た
で
す

。
で
も

な
ん
と
な
く
あ
る
事
が
分
か

っ
た

。
わ
ざ
を
一
つ
ず

つ
教
わ
る
と

、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な

っ
て
き
た

。

　
え
ん
ぶ
大
会
や
け
ん
て
い
な
ど
は

、
み
ん
な
に
み

ら
れ
て
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど

、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば

っ
て
一
つ
ず
つ
級
を
あ
げ
た
い
で
す

。

【
事
務
局
よ
り

】

　
数
々
の

、
戦
績
を
残
し

、
現
在
も
他
武
道
に
挑
戦

し
て
い
る
先
生
が
二
人
で
指
導
に
当
た

っ
て
い
ま
す

。
大
村
師
範
は

、
指
導
者
交
替
の
難
し
い
道
場
の
応

援
に
当
た
り

、
現
在
も
継
続
指
導
を
し
て
い
ま
す

。

　
労
を
惜
し
ま
ぬ

、
護
身
武
道
の
師
範
で
す

。
今
後

更
な
る
育
成
・
指
導
に
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す

。

東
葛
道
場
　
 
 
　
　
　
　
　
　
　
　
長
島
師
範

場
所
　
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
　
我
孫
子
中
学
校
武
道
場

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
　
１
9
：
０
０
～

2
１
：
０
０

連
絡
先
　
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

　
東
葛
道
場
は
６
月
で
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た

。
開
設
と
同
時
に
入
会

し
た
飯
田
祐
生
君
は
基
本
の
突
き

、
蹴
り
も
入
門
当
時
と
比
べ
格
段
に

上
手
に
な
り
ま
し
た

。
体
も
大
変
柔
ら
か
く
な
り
ま
し
た

。
最
近
の
練

習
内
容
と
し
ま
し
て
キ

ッ
ク
ミ

ッ
ト
を
使
い

、
色
々
な
蹴
り
方
の
練

習

、
畳
や
マ

ッ
ト
を
使

っ
て
受
身
の
練
習

、
型
も
二
級
第
一
の
型

、
第

二
の
型
と
少
し
ず
つ
上
級
の
型
の
練
習
も
し
て
い
ま
す

。
又

、
七
月
の

５
級
審
査
に
向
け
て
毎
回
楽
し
く
厳
し
く
練
習
し
て
い
ま
す

。
私
の
娘

も
た
ま
に
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す

。
た
ま
に
い
つ
も
と
違
う
人
が
参

加
す
る
と
大
変
刺
激
に
な
り
張
り
切
り
ま
す

。

又

、
最
近
私
自
身

、
筋
ト
レ
や
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
疎
か
に
し

て
い
た
傾
向
が
あ
り
こ
れ
で
は
ま
ず
い
と
感
じ

、
少
し
ず
つ
筋
ト
レ
を

や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

。
年
を
取
る
と
筋
力
は
衰
え
て
く
る
の
で
乱

取
り
を
や
る
に
あ
た

っ
て
筋
ト
レ
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り

。
、
怪
我
を

し
な
い
た
め
に
も
筋
ト
レ
は
欠

か
さ
な
い
ほ
う
が
良
い
と
思
い

ま
す

。
筋
ト
レ
を

少
し
ず
つ
道
場
で

も
取
り
入
れ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す

。

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
　
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

　
護
身
武
道
演
武
大
会
に
参
加
後
よ
り

、
夏
期
合
宿
の
一
級
審
査
を
目

指
し

、
ま
た
来
年
の
初
段
を
年
頭
に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す

。

演
武
大
会
の
参
加

、
そ
し
て
度
重
な
る
駒
沢
公
園
で
の
野
外
稽
古

、
回

り
か
ら

「
見
ら
れ
る

」
と
い
う
こ
と
に
意
識
を
し

て

、
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た

。
一
級
の
技
や
型
は

大
変
難
し
い
の
で

、
体
が
覚
え
る
よ
う
に

、
状
況

を
変
え
あ
の
手
こ
の
手
で
時
間
を
か
け
な
が
ら

、

ひ
た
す
ら
に
頑
張
る
事

、
そ
し
て
楽
し
む
事

、
と

し
て
い
ま
す

。
繰
り
返
し
行
え
ば

、
絶
対
に
覚
え

る
事
は
で
き
る

。
出
来
な
い
こ
と
は
無
い

。
と
信

じ
て
い
ま
す

。
こ
う
し
た
お
互
い
の
信
頼
関
係
は

、
舘
長
を
見
習
い
引
継
ぐ
べ
き

、
輪
の
す
ば
ら
し

さ
な
の
で
す

。
貴
重
な
時
間
を
使
い

、
共
に
汗
を

流
す
こ
と
が
で
き
る
の
は

、
本
当
に
感
謝
で
す

。

高
橋
元
さ
ん

、
目
指
す
は
一
級
！

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
　
　
北
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
　
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

 
四
月
二
十
六
日
に
昇
級
審
査
を
行
い
ま
し
た

。

　
５
級
審
査
・
鳥
山
貴
久
麿

、

　
４
級
審
査
・
新
井
英
光

、
斯
波
龍
也

、

　
一
級
審
査
・
大
塚
雅
志
　
以
上
４
名
が
無
事
合
格
し
ま
し
た

。

　
保
護
者
や
関
係
者
が
見
守
る
な
か
で
の
審
査

、
緊
張
が
あ

っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

。
反
省
点
は
そ
れ
ぞ
れ
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が

、

堂
々
と
で
き
た
こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
事
と
思
い
ま
す

。

協
力
く
だ
さ

っ
た
保
護
者
の
皆
様

、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す

。

真
土
道
場
　
　
　
　
中
武
師
範
・
及
川
師
範
・
舘
 

長

場
所
荒
川
区
西
日
暮
里
一
の
五
の
八

　
　
　
　
　
荒
川
旧
真
土
小
学
校
三
階
体
育
館

練
習

日
時
　
毎
週
土
曜
日
 
 
 
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
２
：
３
０
～

１
４
：
３
０

 
今
年
度
の
夏
期
合
宿
の
開
催
場
所
と
し
て

、
真
土
道
場
を
八
月
八
日

九
日
と
使
用
し
ま
す

。
今
回
の
設
定
に
は

、
実
行
委
員
長
で
あ
る
及
川

師
範
が
交
渉
等
に
時
間
を
つ
く
り
対
応
し
ま
し
た

。

　
当
団
体
は

、
荒
川
区
に
於
い
て
の
行
事
開
催
が
多
々
あ
り

、
協
力
者

で
あ
る
荒
川
区
当
団
体
会
長
の
横
山
さ
ん
に
深
く
感
謝
し

、
失
礼
な
が

ら

、
紙
面
に
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
・

☆
こ
れ
か
ら
も

、
指
導
者
三
名
を
中
心
に

、
師

範
各
位
の
練
習
場
所
と
し
て
も
環
境
整
備
を
心

掛
け
て
い
き
ま
す

。

※
二
級
審
査
実
施
予
定
　
　
　
七
月
四
日

　
一
般
の
部
・
・
川
島
三
級

、
怪
我
に
も
め
げ
ず
力

強
く
昇
級
し
て
い
ま
す

。
膝
突
き
合
わ
せ
て
の
指
導

は

、
我
が
武
道
の
モ

ッ
ト
ー

で
す

。

黒
帯
目
指
し
て
一
直
線

、
護
身
武
道
の
伝
承
者
と
し

て

、
活
躍
し
て
頂
く
日
を

、
師
範
一
同
応
援
し
て
い

ま
す

。
フ

ァ
イ
ト
・
フ

ァ
イ
ト
！

上
野
道
場
　
　
　
　
　
 
 
 
 
　
　
瀧
井
師
範

場
所
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０

 
新
年
度
に
入
り

、
道
場
生
も
進
級
進
学
し
ま
し
た

。
新
し
い
環
境
の

中

、
み
ん
な
元
気
に
稽
古
に
き
て
い
ま
す

。
能
登
屋
俊
介

、
谷
岡
拓
哉

両
名
は

、
中
学
に
進
学
し
て

、
ク
ラ
ブ
活
動
を
終
え
た
あ
と

、
明
る
く

休
ま
ず
稽
古
に
来
て
い
ま
す

。

　
五
月
に
は

、
最
年
少
の
大
関
達
也
が
６
級
に

、
小
学
三
年
生
の
鎌
田

悦
暉
が
５
級
に
そ
れ
ぞ
れ
進
級
し
ま
し
た

。
二
人
と
も

、
新
し
い
帯
を

手
に
し
た
時
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た

。

　
仲
間
が
進
級
し
て
帯
の
色
が
変
わ
る
こ
と
で

、
各
人

が

、
自
分
も
が
ん
ば
ろ
う
と
言
う
気
持
ち
に
な
れ
ば

、

ま
た
指
導
者
も
そ
の
よ
う
に
子
供
達
を
リ
ー

ド
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

。

　
上
野
道
場
だ
け
で
な
い
で
し
ょ
う
が

、
こ
こ
最
近
年

上
の
も
の
が

、
年
下
の
子
を
と
て
も
気
に
か
け

、
め
ん

ど
う
を
看
て
い
る
光
景
を
目
に
し
ま
す

。
と
て
も
う
れ

し
い
事
で
す

。
こ
れ
か
ら
も

、
夏
合
宿

、
空
手
道
大
会

、
演
武
大
会
と
頑
張
り
ま
し
ょ
う

。

　
最
後
に

、
指
導
者
と
し
て
道
場
生
に
は
他
人
の
心
を

い
た
わ
る

、
大
き
な
声
で
の
返
事
を
柱
に
指
導
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

。
指
導
す
る
と
共
に

、
自
分
も
道

場
生
と
と
も
に
心
の
成
長
を
し
な
け
れ
ば

、
と
思
う
こ

の
頃
で
す

。

※
昇
級
審
査

（
五
月
十
八
日

）

５
級
合
格

　
鎌
田
悦
暉

６
級
合
格

　
大
関
達
也

投
稿

　

６
級
に
合
格
し
て
　
上
野
道
場
年
少
の
部
　
大
関
達
也

（
５
才

）

　
６
級
に
合
格
し
て
嬉
し
か

っ
た
で
す

。
一
生
懸
命
練
習

し
て
早
く
５
級
に
合
格
し
た
い
で
す

。
そ
し
て

、
９
月
の

空
手
道
大
会
で
は
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す

。　

最
近
感
じ
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
本
部
道
場
　
　
大
関
浩
一

　
日
頃
よ
り
舘
長

、
瀧
井
道
場
長
か
ら
の
指
導
の
お
陰
で
達
也
が
６
級

に
合
格
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

。

　
上
野
道
場
で
は
師
範
の
皆
さ
ん
か
ら
の
指
導

、
道
場
の
年
長
の
皆
さ

ん
か
ら
も
お
世
話
に
な
り

、
恵
ま
れ
た
環
境
で
日
々
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す

。
入
会
当
時
は

、
同
年
代
が
い
な
い
こ
と
で
周
り
の
道
場
生
と

は
対
等
に
で
き
な
い
の
で
は
？
等
心
配
し
た
も
の
で
し
た

。
し
か
し
な

が
ら

、
瀧
井
道
場
長
の
レ
ベ
ル
に
合

っ
た
分
か
り
や
す
い
指
導

、
皆
さ

ん
の
温
か
い
対
応
が
あ
り

、
そ
の
心
配
は
要
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

（
こ

れ
は
小
林
会
の
良
さ
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
て
ま
す

。

）
お
陰
様
で
元

気
よ
く
練
習
に
参
加
で
き

、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
成
長
を
し
て

い
る
と
思
い
ま
す

。

　
指
導
員
助
手
と
し
て
は

、
厳
し
く
温
か
さ
を
持

っ
て
指
導
に
あ
た
り

た
い
と
考
え
ま
す

。

　
今
後
も
引
き
続
き
ご
指
導
の
程

、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

※
最
近
の
上
野
道
場
で
は

、
瀧
井
道
場
長
が
練
習
科
目
に

「
乱
取
り

」
も
多
く
取
り
入
れ
て
頂
い
た
事
で

、
益
々
充
実
し
た
内
容
と
な

っ
て

い
ま
す

。
道
場
生
の
集
中
力
も
向
上
し

、
そ
の
目
は
輝
い
て
い
ま
す

。

そ
の
乱
取
り
で
は

、
鋭
い
突
き
や
蹴
り
の
攻
防
が
か
な
り
見
受
け
ら

れ

、
そ
の
必
死
の
姿
は
凛
々
し
く
目
に
映
り

、
い
い
汗
を
か
い
た
後
の

表
情
は
頼
も
し
い
限
り
で
す

。

　
年
少
の
部
道
場
生
の
乱
取
り
好
き
な
の
は
・
・
・
す
で
に
大
人
以
上

か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

　
　
　
　
　

「
受
け

」
と

「
逃
げ

」
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舘
　
長

　
諸
事
情
等
に
よ
り
争
い
と
な
る

、
又

、
突
然
の
攻
撃
に
対
し
て
身
を
護
り
防
ぐ
た
め

、
そ
の
手
段
と
し
て

、

「
受
け

」
と

「
逃
げ

」
が
考
え

ら
れ
る

。
一
般
的
な
手
段
と
し
て

、
危
機
・
危
険
の
回
避
方
法
の
最
善
は

、

「
逃
げ

」
だ
と
い
え
る

。
し
か
し

、
広
い
意
味
で
の

「
逃
げ

」
に

は

、

「
受
け

」
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ

。
な
ぜ
な
ら
ば

、
自
分
の
命
や
大
切
な
人
を
護
る
た
め

、
相
手
を
判
断
し

「
思
考
の
受
け

」
・

「
護

身
の
逃
げ

」
、
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
言
え
る
か
ら
だ

。
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
る
要
因

、
場
所

、
状
況
に
身
を
置
く
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が

、
最
良
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
は
あ
る

。
し
か
し

、
人
間
は
社
会
性
が
非
常
に
強
く

、
自
我
の
強
い
動
物
と
言
わ

れ
て
い
る

。
こ
れ
ら
を

、
踏
ま
え
れ
ば
結
果
と
し
て
生
活
し
生
き
て
い
く
以
上

、
大
・
小
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
必
然
性
が
考
え
ら
れ
る

。

　
武
道
と
し
て

、
社
会
で
生
き
る
最
善
の
方
法
を
指
導
す
る
に
当
た

っ
て

「
あ

っ
て
欲
し
く
な
い

、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い

」
時
の
た
め
に

、
本

質
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

。

「
受
け

」
と
は

、

「
先
の
先

」
（
相
手
が
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
瞬
間

、
そ
の
ま
え
に
攻
撃
を
す
る

こ
と

。

）
「
後
の
先

」
（
相
手
の
攻
撃
を
持

っ
て
攻
撃
を
受
け
た
と
ほ
と
ん
ど
同
時
く
ら
い
に
反
撃
す
る
こ
と

。

）
が
可
能
と
な
る
こ
と

、
間

合
い
と
体
勢
が
つ
く
ら
れ
て
反
撃
で
き
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る

。
受
け
の
大
切
な
考
え
方
は

、
攻
撃
が

、
そ
こ
に
は
常
に
存
在
し
て
い
る
と
言

う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。
最
小
限
の
捌
き

（
攻
撃
さ
れ
た
力
を

、
小
さ
く
吸
収
し

、
相
手
に
同
化
す
る

。

）
に
よ
る
反
撃
は

、
相
手
に

、

体
力
面
・
精
神
面
で
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

。
必
要
以
上
に
捌
い
て
の
受
け
は

、
体
勢
を
崩
し

、
攻
撃
力
が
小
さ
く

、
小

さ
な
ダ
メ
ー

ジ
し
か
与
え
る
こ
と
が
出
来
な
い

、
自
分
の
体
力
面

、
精
神
面
に
お
い
て
消
耗
の
度
合
い
が
強
く

、
集
中
力
が
持
続
で
き
な
い
状

態
と
な
り

、
ダ
メ
ー

ジ
を
よ
り
多
く
受
け
て
し
ま
う

。
・
・
・
※
相
手
が
い
る
こ
と
で
す

、
何
の
ダ
メ
ー

ジ
も
な
く
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
こ
と

は
出
来
な
い
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

。
又

、
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
な
い
よ
う
な
相
手
と
争
い
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か

。
究
極
は

、
相
手
を
知
り

、
如
何
に
相
手
に
同
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
だ
と
云
え
る

。
・
・
・

　

「
逃
げ

」
に
つ
い
て

、
消
極
的
な
逃
げ
と
積
極
的
な
逃
げ
と
二
種
類
あ
り

、
前
記
に
つ
い
て
は

、
攻
撃
に
対
し
対
応
は
し
て
い
る
が

（
必
要

以
上
に
大
き
く
受
け

、
体
勢
を
崩
す

）
、
反
撃
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を
言
い

、
相
手
を
倒
す
こ
と
が
で
き
ず

、
身
を
護
れ
な
い
状
況

を
指
す

。
後
記
に
つ
い
て
は

、
体
勢
は
も
と
よ
り

、
間
合
い
も
な
く
反
撃
及
び
攻
撃
す
る
意
志
も
な
い
状
態
と
言
え
る

。
そ
の
場
か
ら
逃
げ
な

け
れ
ば
身
を
護
れ
な
い
よ
う
な
状
況
を
指
す

。

　
護
身
武
道
は

、
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い

、
例
え
ば

、
覚
悟
と
し
て

「
鞘

（
ｻ
ﾔ

）
か
ら
放
た
れ
た
刀
は

、
死
を
持

っ

て
分
か
つ

」
と
考
え
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
始
め
た
以
上

、
命
等
を
護
り
生
き
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い

。
状
況
に
臨
む
に
当
た
り

、

己
を
知
り

（
継
続
し
た
錬
磨
に
よ
り

）
、
最
善
の
判
断
を
す
る
こ
と
は

、

「
受
け

」
も

「
逃
げ

」
も
護
身
武
道
の
心
と
な
る

。

　

「
受
け

」
と

「
逃
げ

」
を
結
果
と
し
て
捉
え
て
み
れ
ば

、
勝
敗
を
決
め
る
こ
と
は
出
来
な
い

。
己
や
相
手
の
力
量
を
推
し
量
る
が
故
に
負
け

る

、
負
け
る
こ
と
が
負
け
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合

、

『
や
ら
ず
し
て
勝

』
『
負
け
る
が
勝

』
（
あ
や
ま
る
こ
と
も
大
切
で

、
勇
気
あ
る
こ
と

と
言
え
る

。

）
、
結
論
と
し
て

、
事
後
を
冷
静
に
思
い

、
心
に
傷
を
負
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

、
こ
こ
ろ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る

。
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